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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 8月 25日 (2003.8.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 追 加
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ２ 】
　 陳 列 用 フ ッ ク の 上 部 に 、 等 間 隔 に 一 定 方 向 に 段 差 を つ け る こ と に よ り 、 陳 列 物 品 を 容 易
に 整 列 さ せ て 陳 列 で き る 陳 列 用 フ ッ ク 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 名 称 】 陳 列 用 フ ッ ク
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 フ ッ ク の 上 部 に 、 斜 め 方 向 に 段 差 を つ け 、 陳 列 物 品 を 正 面 か ら 見 て

陳 列 用 フ ッ ク に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 陳 列 用 フ ッ ク は 、 横 断 面 が 単 純 な 丸 い 形 の 陳 列 用 フ ッ ク が 多 く 使 わ れ て き た 結 果
、 陳 列 物 品 は 正 面 に 向 け て 陳 列 さ れ る 事 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 正 面 を 向 け て 陳 列 す る と 幅 の 広 い 物 品 は 陳 列 ス ペ ー ス を 広 く 取 っ て し ま う た め
多 く の 品 目 を 陳 列 用 フ ッ ク に 掛 け る 事 が で き な い と い う 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 陳 列 ス ペ ー ス の 有 効 活 用 と い う 点 に 関 し て 、 正 面 を 向 け て 陳 列 用 フ ッ ク に 物 品 を 陳 列 す
る こ と は 大 き な 障 害 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 改 善 策 と し て 、 陳 列 用 フ ッ ク の 上 部 に 、 斜 め 方 向 に 段 差 を つ け る 方 法 が あ
る 。
　 図 １ は こ の 方 法 に よ る 陳 列 用 フ ッ ク の 説 明 図 で あ る 。 １ は フ ッ ク に 物 品 が 掛 か る 部 分 、
２ は 段 差 の 凸 部 分 、 ３ は 段 差 の 凹 部 分 で あ る 。
【 図 ２ 】
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は こ の 方 法 に よ る 陳 列 用 フ ッ ク の 縦 断 面 図 で あ る 。 １ ～ ３ は 図 １ と 同 様 で あ る 。
【 図 ３ 】
は こ の 方 法 に よ る 陳 列 用 フ ッ ク の 平 面 図 で あ る 。 １ ～ ３ は 図 １ と 同 様 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 物 品 を 陳 列 用 フ ッ ク に 陳 列 す る 際 に 、 正 面 を 向 け て 陳 列 す
る と 、 陳 列 ス ペ ー ス を 広 く 取 っ て し ま い 、 よ り 多 く の 品 目 を 陳 列 用 フ ッ ク に 掛 け る 事 が で
き な い 、 と い う 点 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 陳 列 ス ペ ー ス を 有 効 に 活 用 す る た め 、 多 く の 手 間 を 掛 け ず に 陳 列 物 品 を 斜 め
に 掛 け ら れ る よ う に し た こ と を 最 も 主 要 な 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 陳 列 用 フ ッ ク は 、 陳 列 物 品 を 上 部 か ら 見 て 掛 け ら れ る よ う
に し た の で 、 正 面 に 向 け て 陳 列 し た 場 合 と 比 べ て よ り 多 く の 品 目 を 陳 列 で き 、 陳 列 ス ペ ー
ス を よ り 有 効 に 活 用 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 陳 列 ス ペ ー ス の 有 効 活 用 と い う 目 的 を 、 陳 列 用 フ ッ ク の 外 寸 を 変 え ず に 、 陳 列 用 フ ッ ク
の 上 部 に 、 段 差 を つ け る こ と に よ っ て 実 現 し た 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の １ 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 陳 列 用 フ ッ ク の 上 部 に 、 斜 め 方 向 に 段 差 を つ け る こ と に よ っ て 、 陳 列 物 品 を 手
間 を か け ず に 斜 め に 掛 け ら れ る の で 、 よ り 多 く の 品 目 を 陳 列 用 フ ッ ク に 掛 け る
事 が で き 、 陳 列 ス ペ ー ス の 有 効 に 活 用 で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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